
キジハタのエア抜き技術の紹介 

   釣り上げたキジハタは、胃袋が口から

飛び出した状態になっています。これは

体内にある浮き袋が、水圧から解放され

て膨らみ、胃袋を押し出しているためで、

放置しても、胃袋に穴を開けて空気を抜

いても、いずれ死んでしまいます。そこ

で、魚に与えるダメージを最小限に、魚

が泳げる状態に戻す方法（エア抜き）を

紹介します。 

 右図上に示す位置には、筋肉のすぐ下

に浮き袋があり、ここに器具を刺すこと

で、直接浮き袋から空気を抜くことがで

きます。器具を刺したまま箸などで胃袋

を押し込むと完全に空気が抜けます。刺

した傷は筋肉が押し戻してすぐにふさが

ります。  

 器具は、右図下のとおり簡単に自作で

きます（部材はホームセンターにありま

す）。使用後はゴムチューブから息を吹

き込むことで目詰まりを防げます。ハタ

類のほか、タイ類に応用できます。小型

魚の再放流や活魚出荷にご活用ください。 
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